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平成24年3月1日　NO  77
続、大雪…
　ドカ雪の苦労話はたくさんあるけれど、良かった話…もしくはそれでも“マシな”話を考えてみました。決してヒマだからではありません（笑）。厳しい自然環境の中、生き抜くための道産子の知恵でもあります。
その１．話題に事欠かない

　「イヤーひどい雪だねえ」の切り出しから、会話がすぐに成立します。普段あまり顔を合わせないご近所さんとでも、同じ雪山めざしてママさんダンプを押しながら、この一言ですぐに意気統合できます。

　　どんな人にも平等に降る雪のおかげで、他の人の苦労も我がことのように感じることができて、しかも、雪で始まる会話は長すぎず、短かすぎず、深からず、浅からず、「ごくろう様」の〆めで絶妙のタイミングで終了します。そして何となく、ほんわか気分となるのです。
　その２．譲りあわなければ、うまくいかないことを知る
　　　岩見沢市内の道路は、大雪のために狭くなった上に、道に雪を捨てる人が後を絶たず（雪捨て場がないのでしょう…）、交互通行ができなくなりました。そんな中、運転していて自分を問われる場面は対向車がきた時です。進むべきか、止めるべきか…。相手の出方を見ながら判断しなければなりません。実は、私は見かけによらない？スピードマニアらしくゴールド免許証を疑われる有様ですが、この冬道でたくさんのすてきな車に出会えました。道路脇によけて対向車を通したり、わざわざバックして道を空けたり、車列が一段落するまで辛抱強く待ってくれたり。雪山に突っ込んで動けない車があると、通りがかった人たちがみんなで車を押す姿は、当たり前のようにさり気なく、あちらこちらで見かけました。そんな皆さんのおかげで、こんな私も事故もなく無事に春を迎えられそうです。そして、「急がば、まわれ」「情けは人のためならず」「因果応報」等々の名言を身をもって知らされる毎日となりました。困った時はお互い様で、狭い道は相手を優先した方が結局、自分もスムーズに進める。急ぐ時ほど、まず止まる。雪道での運転をしながら、自分勝手な行動を通そうとすれば、結局、自分が行き詰るのだと、教えられました。お互いに譲り合い、すれ違う時にかわす「お礼」の合図に心温まる日々でした。
　番外編

　　　除雪のために筋肉痛となった職員にと、保護者の方から湿布薬を寄贈していただきました。30代以上の職員にとっては大変ありがたかったです。ありがとうございました。
[image: image4.bmp]何はともあれ悲喜こもごもの大雪ともそろそろお別れの季節です。いくらなんでも、もう3月です。そろそろ春の気配を感じたいものです。
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３月の行事予定

　3／1　　栗山高校卒業式　　光陵中学校期末テスト　　3／2　　光が丘学園第三者委員会
3／3　　ひなまつり　　　3／5　　南小学校参観日（高学年）　新篠津高校振り替え休日
3／6　　南小学校参観日（中学年）　　公立高校入学試験（7日まで）　　3／7　　南小学校参観日（低学年）
3／9　　新篠津高校1年保護者懇談会　　3／12　　光陵中学校卒業式　　3／16　 公立高校合格発表

3／19 　南小学校卒業式　　3／20 　春分の日　　絵本の読み聞かせ会
3／21 　理事会　　3／23　　聖十字幼稚園・各高校終了式　　3／24　 誕生会
3／26 　南小学校・光陵中学校終了式
ご厚志ご寄贈など感謝申し上げます。（ご芳名もれをお許しください。）２月１日～２９日

　太田米良様　　福山知恵美様　　国兼久美子様　　萩生田ひとみ様　　清水哲夫様　　カーブス札幌北郷様　　
　カーブス岩見沢様　　北海道教育大学札幌校の皆様　　村瀬嘉代子様　　株式会社アイ・コーポレーション様　　
石川広子様　　伊藤八重子様　　梅原保様
2／25　Ｙくんの幼稚園入園を祝って映画を見に行こう





　幼児さん全員で江別のポスフールに『ゴーカイジャーVSギャバン』の映画を見に行きました。少し天候が良くなったり悪くなったり、子どもたちも行けるか行けないか不安でしたが、ギリギリで天候が良くなり出掛けることができました。Yくんは初めて映画を見るとのことで、とてもワクワクしていました。Kくん、Sくんは知っているキャラクターも出て大喜び！そして、少し疲れているRちゃんは眠ってしまいました。長い時間ではありましたが、笑顔でとても楽しんでいる子どもたちでした。


　―　幼児グループ　―











2／12　バレンタインデー　　





学園中に甘い香りが漂って、今年も女の子組によるチョコレート作りが行なわれました。日頃の感謝と愛の気持ちを込めて、どんなチョコレートにするかの相談から、買い物、製作、包装まで女の子組の働きは、すばらしいものがありました。本職のような手さばきと衛生管理への気配りまで、子どもたちの成長には目を見張るものがありました。心のこもったチョコレートは、学園の職員にも1人1人メッセージカードが添えられて配られました。メッセージカードの子どもたちからの一言は、胸に響きました。内容は、ひ・み・つです。私にとって宝物のことばとなりました。ありがとうございます。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―　施設長　―





2／25　冬を！　雪を！　楽しむゾー！





萩の山スキー場にて、小学生11名がスキーやボードを楽しみました。1度、冬休みに行った時から学校のスキー授業を経て、子どもたちの成長ぶりには驚かされました。以前は下に降りてくるまで何度も転んでいた子どもたちが、スピードをゆるめて1度も転ばずに降りてこれたり、１人1人が技術的に上達しているのが見てとれました。1年生もリフトに乗り、最初は不安であったが、滑れたことが自信になり楽しめていました。一番の成長は、子どもたちが子どもや職員を誘い合って、その場をみんなで楽しく過ごせていたと思いました。KさんやMくんはスノーボードにもチャレンジし、うまくいかなさから文句を言うことはありましたが、諦めずに頑張ること自体に成長を感じました。そして、年下の子どもたちを気遣い「頑張れ！！」とやさしく声をかける高学年の姿に、思いやる気持ちが育っているなと改めて感じました。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　―　男子グループ　―








2／3　節分，豆まき！





　夕食後、節分の豆まきが行なわれました。年男と年女のDくんとRさんが豆まき係


となって、鬼役のＳ職員とＹ職員を“退治”してくれました。


　毎年している行事ということもあり、みんな慣れた様子で楽しく参加していました。節分のお話を黒板に書き、意味の説明をすると、「知っているよ」と毎年、話していることを覚えているのだなと感じました。毎年の恒例行事の中にも変えずに伝え続けるものと工夫して伝えていくものを今後は考えていきたいです。


―　幼児グループ　―





2／17　Ｒちゃん　Ｈａｐｐｙ Ｂｉｒｔｈｄａｙ！！





　2／17はRちゃん7才のお誕生日でした。同じ部屋のYさんと手作りケーキを作って、


お祝いしました。年少児だけでゆっくり楽しめる時間になるように計画しました。誕生日の


Rちゃんは、昼からプレゼントを受け取り今日の嬉しい日をかみしめて、パーティーを今か、今かと待っていました。Aちゃんは外出のため少し疲れモードでしたが、RちゃんがそんなAちゃんに優しく声を掛けてくれたのをきっかけに、参加してくれました。日ごろからケンカの多い2人ですが、お祝いのケーキを作る目的を共にし、自分たちのペースでやれるゆったりさに加え、“うれしい誕生日だ”という気持ちをもった2人になると、互いにゆずり合い、協力して、いい笑顔で作れちゃう。やっぱりライバルだけど仲良く互いの存在の大切さに気づかされます。たくさんのうれしい、楽しいを2人と一緒にたくさん積み重ねていきたいです。“いい誕生日だったなー”とRちゃんの感想と2人のとびきりの笑顔をいただける嬉しい日となりました。


　―　女子グループ　―














